
茶樹における放射性物質影響軽減剪枝技術の実証

対策のポイント

東日本大震災による福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質拡散

のため、永年性作物である茶樹の放射性セシウム汚染軽減のための剪枝

技術の実証により、茶生産農家の営農継続を支援します。

＜内容＞

１ 支援対象メニュー

① 剪枝を行うための機械のリースに必要な経費

② 実証を行うために必要な茶園等の借り上げ経費

③ 剪枝を行った後の放射性物質の分析経費

④ 調査実施に必要な雇用賃金、役務費等

※ 本事業の対象として明確に区分可能で、かつ、証拠書類により

金額確認が可能なもののみ

２ 支援の対象

放射性セシウムが検出された茶園が所在する県域以下の生産者の

団体等を事業実施主体とし、研究機関及び茶生産農家等関係者の協

力により実施するものに支援

３ 補助率等 定 額

４ 事業実施期間 平成２３年度

５ 活用額 ２．５億円程度

お問い合わせ先：生産局生産流通振興課特産農産物対策室

０３－６７４４－２１１７（直）
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